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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第83期

第３四半期累計期間
第84期

第３四半期連結累計期間
第83期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 2,558,304 2,231,557 3,933,659

経常損失（△） (千円) △346,826 △170,417 △551,709

四半期(当期)純損失（△） (千円) △486,124 △193,907 △699,460

四半期包括利益又は包括利益 (千円) ― △185,453 ―

純資産額 (千円) 469,798 68,002 253,225

総資産額 (千円) 5,746,857 5,228,171 5,360,852

１株当たり四半期(当期)
純損失金額（△）

(円) △40.14 △16.01 △57.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― － －

自己資本比率 (％) 8.1 1.3 4.7
 

 

回次
第83期

第３四半期会計期間
第84期

第３四半期連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純損失金額
（△）

(円) △25.73 △7.68
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　第83期第３四半期累計期間及び第83期につきましては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表を作成してお

りませんので、第83期第３四半期連結累計期間及び第83期連結会計年度に代えて、第83期第３四半期累計期

間及び第83期事業年度について記載しております。

 
 

２ 【事業の内容】

 

当社は、当第３四半期連結累計期間において、温浴施設・飲食店・旅館等の経営及びコンサルティングを行う子

会社の株式会社郷イノベーションを設立し、新規連結いたしました。

　この結果、当社グループは当社及び連結子会社１社によって構成されることとなり、事業の内容も温浴飲食事業

が追加されることとなりますが、当該事業のうち、温浴事業は開始時期が未定であり、また、飲食事業は10月20日

より料亭“郷亭”をオープンし、事業を開始しましたが、量的重要性を満たさないことにより、当第３四半期連結

累計期間ではセグメントを追加せず、その他事業に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

 

当第３四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約等は、次のとおりであります。

 

１．賃貸契約

契約書名 事業用定期借地契約書

契約書相手方名 株式会社義津屋

契約期間 平成26年11月29日から平成46年11月28日までの20年間

所在地
岐阜県不破郡垂井町表佐字大持野58番地の11他28筆
（当社本社工場土地の一部）

地積 31,372.90㎡
 

 

２．業務提携契約

契約書名 業務提携契約書

契約書相手方名 グローバル・リンク株式会社

契約日 平成26年12月19日

業務提携の内容
・メガソーラー・プラントの工事等に関する相互の業務補完
・グローバル・リンクの研究、開発事業のサポート
・新エネルギー分野等の新製品の製品化のサポート

 

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　なお、当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期

間及び前連結会計年度末との比較分析は行っておりません。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費の持ち直しに足踏みがみられるものの、企業収益

や雇用情勢に改善傾向もみられ、景気は緩やかに回復に向かってまいりました。先行きにつきましては、緩やか

に回復していくことが期待されますが、消費者マインドの弱さや、海外景気の下振れが、引き続きわが国の景気

を下押しするリスクも存在することに留意する必要があると思われます。当業界におきましては公共投資、民間

設備投資は低調に推移し、厳しい状況にありました。

このような環境の下、当社グループは、このたび、グローバル・リンク株式会社と業務提携契約を締結し、メ

ガソーラー・プラント工事、新エネルギー分野等への進出に向けた取り組みを行いました。

当第３四半期連結累計期間におきましては、積極的な営業活動を展開し、受注拡大に努めました結果、業績は

売上高は2,231,557千円、営業損失は144,594千円、経常損失は170,417千円、四半期純損失は193,907千円となり

ました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

破砕粉砕機事業におきましては、破砕機部品が減少いたしまして、売上が129,903千円、セグメント利益（売上

総利益）は66,771千円となりました。

橋梁鉄構及び水処理装置事業におきましては、橋梁工事・水処理工事関係が共に減少いたしまして、売上が

216,353千円、セグメント利益（売上総利益）は9,178千円となりました。

環境装置事業におきましては、環境整備用機器等が減少いたしまして、売上が326,863千円、セグメント利益

（売上総利益）は86,864千円となりました。

ライニング製品事業におきましては、シートライニング容器が減少いたしまして、売上が664,406千円、セグメ

ント利益（売上総利益）は55,530千円となりました。

役務収益事業におきましては、前事業年度でゴルフ練習場事業を廃止しましたので、売上が84,681千円、セグ

メント利益（売上総利益）は84,681千円となりました。

その他の機械事業におきましては、コンベア設備が減少いたしまして、売上が315,760千円、セグメント利益

（売上総利益）は14,013千円となりました。

その他事業におきましては、他社製品取扱が減少いたしまして、売上が493,589千円、セグメント利益（売上総

利益）は34,079千円となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、5,228,171千円となりました。主な内訳は、現金及び預金

874,935千円、受取手形及び売掛金903,096千円、たな卸資産1,380,497千円、有形固定資産1,672,126千円であり

ます。負債は、5,160,168千円となりました。主な内訳は、支払手形及び買掛金1,061,311千円、短期借入金（１

年内返済予定の長期借入金含む）2,240,835千円、長期借入金779,521千円であります。純資産は、68,002千円と

なりました。主な内訳は、資本金606,375千円、利益剰余金△559,013千円であります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は73,125千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　　

(5) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの従業員数に著しい増減はありません。

 

(6)生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績に著しい変動はありません。

　

(7) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備に著しい変動はありません。

　　

(8) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変化はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,127,500 12,127,500

名古屋証券取引所
市場第二部
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株で
あります。

計 12,127,500 12,127,500 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 ― 12,127,500 ― 606,375 ― 1,352
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式　　　 18,000

―
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式

完全議決権株式(その他)  普通株式  12,074,000 12,074
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式

単元未満株式  普通株式      35,500 ―
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式

発行済株式総数             12,127,500 ― ―

総株主の議決権 ― 12,074 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式665株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社郷鉄工所

岐阜県不破郡垂井町表佐字
大持野58番地の２

18,000 ― 18,000 0.15

計 ― 18,000 ― 18,000 0.15
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役会長
（ライニングタンク事業部・
ライニング配管事業
部担当兼製造部・品質保
証部・新規事業Ｅ担当）

取締役会長
（ライニングタンク・ラ
イニング配管事業部担当
兼製造部・新規事業Ｅ

担当）

加納　　静 平成26年７月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載しておりません。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、かがやき監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．監査公認会計士等の異動について

当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第83期事業年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査法人東海会計社

　第84期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　　かがやき監査法人
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

          (単位：千円)

          
当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部  

 流動資産  

  現金及び預金 874,935

  受取手形及び売掛金 *3  903,096

  商品及び製品 119,485

  仕掛品 854,526

  原材料及び貯蔵品 406,486

  その他 119,303

  貸倒引当金 △15,261

  流動資産合計 3,262,572

 固定資産  

  有形固定資産  

   建物（純額） 688,263

   土地 665,735

   その他（純額） 318,127

   有形固定資産合計 *1  1,672,126

  無形固定資産 18,886

  投資その他の資産 *2  274,586

  固定資産合計 1,965,599

 資産合計 5,228,171
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          (単位：千円)

          
当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部  

 流動負債  

  支払手形及び買掛金 1,061,311

  短期借入金 2,240,835

  未払法人税等 2,213

  賞与引当金 12,408

  工事損失引当金 12,479

  その他 *3  480,770

  流動負債合計 3,810,018

 固定負債  

  社債 84,300

  長期借入金 779,521

  退職給付に係る負債 76,197

  資産除去債務 55,145

  その他 354,984

  固定負債合計 1,350,150

 負債合計 5,160,168

純資産の部  

 株主資本  

  資本金 606,375

  資本剰余金 1,352

  利益剰余金 △559,013

  自己株式 △2,063

  株主資本合計 46,651

 その他の包括利益累計額  

  その他有価証券評価差額金 21,351

  その他の包括利益累計額合計 21,351

 純資産合計 68,002

負債純資産合計 5,228,171
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 2,231,557

売上原価 1,880,437

売上総利益 351,119

販売費及び一般管理費 495,713

営業損失（△） △144,594

営業外収益  

 受取利息 148

 受取配当金 1,246

 業務受託料 2,500

 作業くず売却益 3,748

 その他 1,918

 営業外収益合計 9,561

営業外費用  

 支払利息 32,801

 その他 2,583

 営業外費用合計 35,384

経常損失（△） △170,417

特別損失  

 固定資産除却損 116

 災害による損失 11,355

 固定資産撤去費用 10,700

 特別損失合計 22,172

税金等調整前四半期純損失（△） △192,589

法人税、住民税及び事業税 1,618

法人税等合計 1,618

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △194,207

少数株主損失（△） △300

四半期純損失（△） △193,907
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △194,207

その他の包括利益  

 その他有価証券評価差額金 8,754

 その他の包括利益合計 8,754

四半期包括利益 △185,453

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 △185,153

 少数株主に係る四半期包括利益 △300
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社郷イノベーションを連結の範囲に含めております。
 

 

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

重要な資産の担保提供

　当社は、金融機関からの安定的な資金を確保するために、平成26年11月４日付けで新規の取引金融機関より

借入実行した長期借入金420,000千円に対して、同日付けで当社保有の下記定期預金に対する質権及び有形固定資

産に対する根抵当権を設定しております。

１．担保提供理由

　金融機関からの確実な支援体制を継続し、安定的な運転資金を確保するため。

２．担保提供物件

 （平成26年12月31日現在）

定期預金 30,000千円

建物 269,675千円

構築物 1,171千円

土地 23,772千円

合計 324,619千円
 

３．担保提供期間

　期間の定めはありません。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

＊１　圧縮記帳額

国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額及びその内訳は次のとおりでありま

す。

 
当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

圧縮記帳額 133,813千円

（うち、建物） 86,561千円

（うち、構築物） 10,885千円

（うち、機械及び装置） 27,208千円

（うち、土地） 9,158千円
 

 

＊２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

投資その他の資産 148,854千円
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＊３　期末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形 24,216千円

流動負債　その他（設備関係支払手形） 723千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 104,588千円
 

 

(株主資本等関係)

当第３四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)

 

１　配当金支払額

　

　　　該当事項はありません。

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　当第３四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)　

 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
破砕粉砕機

橋梁鉄構及び

水処理装置
環境装置

ライニング

製品
役務収益

その他の

機械
計

売上高          

 外部顧客への
 売上高

129,903 216,353 326,863 664,406 84,681 315,760 1,737,968 493,589 2,231,557

 セグメント間
 の内部売上高
 又は振替高

― ― ― ― 648 ― 648 277 925

計 129,903 216,353 326,863 664,406 85,330 315,760 1,738,616 493,866 2,232,483

セグメント利益 66,771 9,178 86,864 55,530 84,681 14,013 317,040 34,079 351,119
 

（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社製品・サービスから派

生する種々の部品雑工事、他社取扱製品の仲介、飲食業等を含んでおります。

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 317,040

「その他」の区分の利益 34,079

セグメント間取引消去 △925

全社費用(注) △494,788

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △144,594
 

(注) 一般管理費は、全て全社費用に含めております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 16円01銭

(算定上の基礎)  

四半期純損失金額(千円) 193,907

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純損失金額(千円) 193,907

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,108
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

 

　　　該当事項はありません。
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２ 【その他】

 

　　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月13日

株式会社　郷鉄工所

取締役会 御中

かがやき監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   稲   垣     靖       ㊞

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   上   田   勝   久   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社郷鉄工

所の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社郷鉄工所及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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